
第二体制  

甲浦港、室戸岬港、室津港、奈半利港、宇佐港、久礼港、 
上ノ加江港、佐賀港、上川口港、下田港、清水港、宿毛湾港 

 

区分:「津波第二体制」 

「大津波警報、津波警報」発表時発出 

港内の船舶は、以下を参照のうえ所要の措置を講じてください。 

 （津波来襲までに時間がない場合） 

 ・港内着岸船 

  陸上避難 

 ・港内航行船 

  着岸の後、陸上避難 

 （津波来襲までに時間がある場合） 

  ・港内着岸船 

   港外退避又は、係留強化の後、陸上避難 

  ・港内航行船 

   港外退避又は着岸して係留強化の後、陸上避難 
・別紙「適用港における船舶津波対応表」参照 

 

区分:「解除」 
「大津波警報、津波警報、津波注意報解除」発表時発出 



 
                                                                                                            
                                                                                                                  

令和 6 年 6 月 11 日 作成 
 

 
「甲浦港」、「室戸岬港」「室津港」「奈半利港」「宇佐港」「久礼港」「上ノ加江港」「佐賀港」「上川口港」「下田港」「清水港」「宿毛湾港」における船舶津波対応表 

津波襲来までの時間的余裕  
無し : 大津波・津波警報が発せられた時点から避難に要する十分な時間（船舶を港外避難、係留強化等の安全な状態に置くまで）が無い場合 
有り : 大津波・津波警報が発せられた時点から避難に要する十分な時間（船舶を港外避難、係留強化等の安全な状態に置くまで）がある場合 

陸上避難  :  港外退避は高い危険が予想されることから、乗組員等は陸上の高い場所に避難する。 
港外退避  :  港外の水深が深く、十分広い海域、沖合に避難する（港外退避が間に合わない場合は港内の泊地において待機） 
係留強化  :  係留索を増加するなどして、津波等により海上に流出しないように係留を強化する 
 
 
 

 

 

気象庁の発表 港 長 の 勧 告 
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無し 陸上避難 着岸の後、陸上避難 

有り 港外退避 又は、係留強化の後、陸上避難 

港外退避 又は、着岸して係留強化の後、陸上避難               

（場合によっては、着岸の後、陸上避難） 
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陸上避難 又は、係留強化の後、陸上避難                

（場合によっては、港外退避） 

港外退避 又は、着岸して係留強化の後、陸上避難               

（場合によっては、着岸の後、陸上避難） 
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避難準備の実施                                                   

（岸壁管理者の対応の確認、避難方法の確認、南海トラフ地震情報の入手、自主的に安全海域への避難） 


